
〔この間会社に提出した申し入れ〕（12/14､3/5､8､12､15）

ＪＲ東海労ニュース
「のぞみ34号」台車亀裂事故

５件の申し入れに未だ回答せず！
第
一
線
で
働
く
現
場
社
員
・
労
働
組
合
に
、
調
査
結
果
も
今
後
の
取
り
組
み
も
一
切
説
明
な
し
！

安
全
確
保
は
「
一
丸
」
と
な
っ
て
取
り
組
む
の
で
は
な
い
の
か
！

ＪＲ東海労は、「のぞみ34号」台車亀裂事故が発生して以

降、５件の『申し入れ』を会社に行っています。しかし、会社

は、未だに協議を開催しません。マスコミには調査結果、今後

の対応方などを明らかにしていますが、現場で働く組合員・社

員へは、全くと言って良いほど、情報を開示してません。

会社は、ことある毎に、安全・安定輸送確立に向け、「全社

員一丸となって」と語ります。しかし、事故発生から３カ月経

っても、状況すら説明しようとしていません。これでは、現場

で働く私たちは、自信を持って働くことはできません。「社員

は会社が決めたことを黙ってやれば良い。口出しするな！」と

いう、一方的な指示命令のみで安全は確保できるのでしょうか。
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